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株主メモ
1．事 業 年 度	 4月1日から翌年3月31日まで
2．基 　 準 　 日	 毎年3月31日（中間基準日　9月30日）
	 	 	 		（そのほか必要があるときは、あらかじめ公告

いたします。）
3．定 時 株 主 総 会	 毎年6月下旬
4．公 告 の 方 法 	 		電子公告の方法により行います。
	 	 	 		但し、やむを得ない事由により、電子公告に

よることができない場合は、日本経済新聞に
掲載する方法により行います。

	 	 	 		公告掲載URL	https://www.nagahori.co.jp/
	 	 	 ※決算公告に代えて、貸借対照表、損益計算

書はEDINET（金融商品取引法に基づく有
価証券報告書等の開示書類に関する電子開
示システム）にて開示しております。

5．株式に関するお手続きについて
○証券会社等の口座に記録された株式
お手続き、ご照会等の内容 お問い合せ先

	・		郵送物等の発送と返戻に関する
ご照会
	・		支払期間経過後の配当金に関す
るご照会
	・		株式事務に関する一般的なお問
い合せ

株主名簿
管 理 人

三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
電話0120-232-711（フリーダイヤル）
（土・日・祝祭日等を除く平日	9：00～17：00）
郵送先			〒137－8081	新東京郵便局

私書箱第29号
　　　			三菱UFJ信託銀行株式会社	

証券代行部

	・		上記以外のお手続き、ご照会等 口座を開設されている証券会社等にお問い
合せください。

○特別口座に記録された株式
お手続き、ご照会等の内容 お問い合せ先

	・		特別口座から一般口座への振替
請求
	・単元未満株式の買取請求
	・住所、氏名等のご変更
	・特別口座の残高照会
	・配当金の受領方法の指定（＊）

特別口座
の 口 座
管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
電話0120-232-711（フリーダイヤル）
（土・日・祝祭日等を除く平日	9：00～17：00）
郵送先			〒137－8081	新東京郵便局

私書箱第29号
　　　			三菱UFJ信託銀行株式会社	

証券代行部

	・		郵送物等の発送と返戻に関する
ご照会
	・		支払期間経過後の配当金に関す
るご照会
	・		株式事務に関する一般的なお問
い合せ

株主名簿
管 理 人

（＊）		特別口座に記録された株式をご所有の株主様は配当金の受領方法として株式数比例配分方式はお
選びいただけません。

6．１単元の株式の数	 100株

（ ）

上記ウェブサイトでは最新情報を
お届けしております。

www.nagahor i .co . jpwww.nagahor i .co . jp
証券コード：8139



株主の皆様へ

　株主の皆様には日頃より格別のご高配
を賜り厚く御礼申し上げます。
　ここに第63期（令和５年４月１日から
令和６年３月31日まで）の事業の概況と
決算についてご報告申し上げます。

１．連結経営成績
　当連結会計年度における我が国経済は、新型コロナウイルス
感染症の拡大防止対策の解除とともに、感染法上の位置づけも
５類に移行されたことで、景気回復への動きが進んでいます。
しかしながら、国内物価の高止まりや国内外の金融政策、
為替変動の影響への懸念、ウクライナ情勢、中東地域を巡る
地政学的リスクなど、依然として先行き不透明な状況が続いて
おります。
　ジュエリー業界におきましても、新型コロナウイルス感染症
による制限が緩和されたことで、個人消費は持ち直しの動きが
みられました。一方、円安や、ロシアによるウクライナ侵攻
の長期化等のジュエリー商品への影響など、先行き不透明な
状況が続いております。
　このような環境の下、当社グループは、富裕層マーケットを
コアとする販売チャネルや商品ブランドに重点的に経営資源を
投下する「選択と集中」の方針のもと、自社催事や顧客催事等の
販売活動に取り組みました。「メゾン　ド　ナディア」の銀座の
路面店や「スカヴィア」の帝国ホテル東京本館１階店舗での
営業展開とともに、商品力強化のための広告宣伝、新たに名古屋
地区の百貨店店舗事業への出店等、販売増に取り組みました。
また、財務の安定のため当座貸越契約を継続しつつ、販売増に
つながる商品仕入や販売催事の積極展開等への支出により
販売強化を図りました。さらに、金製品の需要拡大のなか、
小判のヒット商品に恵まれたことや旺盛な海外需要への対応、
グループ内での販売商品製造強化、地金製品販売や小売店舗
販売などのグループ子会社各社の販売展開においても好調に
推移しました。
　この結果、当社グループの当連結会計年度の売上高は218億
20百万円（前期比23.5%増加）、営業利益は10億22百万円

（同86.8％増加）、経常利益は９億98百万円（同85.7％増加）
と予想を上回る黒字を確保しましたが、リ・ジェネレーション
株式会社その他の複数の株主らが、ほぼ同時期に当社株式を
急速かつ大量に買い集めている状況を踏まえた緊急対応及び
関連する株主対応等に係るアドバイザリー費用２億69百万円
を特別損失に計上したこと等により、親会社株主に帰属する
当期純利益５億19百万円（同755.5％増加）となりました。

２．配当について
　当社は、株主に対し安定した配当を継続して行うことを
配当の基本方針としつつ、配当性向40%を目安としております。
当期も、リ・ジェネレーション株式会社その他の複数の株主らが、
ほぼ同時期に当社株式を急速かつ大量に買い集めている状況を
踏まえた緊急対応及び関連する対応等に係るアドバイザリー
費用の支出がありましたが、連結当期純利益の実績に基づき、
期末配当として１株当たり13円の普通配当とさせていただきました。
　尚、次期の配当につきましては、配当性向40％を目安として、
期末配当を、１株当たり10円を予定しております。

３．今後の見通しについて
　次期の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症の
影響は沈静化したものの、インフレ動向やウクライナ情勢、
中東地域を巡る地政学的なリスクへの懸念等、先行きの不透明
な状況が続いており、予断を許さない経営環境が続くものと
思われます。
　このような状況を踏まえ、百貨店等の富裕層向け商品の充実を
図るとともに、ナガホリグループ販売商品の内製化や事業提携先
との取引深耕の推進による収益力の強化を図ってまいります。
また、自社ブランド商品の販売促進や直営店による販売、
宣伝活動やＯＥＭ（Original EquipmentManufacturing）
販売の強化とともに、販管費等の効率化による収益力向上に
取り組んでまいります。
　以上により、次期令和７年３月期の通期連結業績につきましては、
中期経営計画に掲げた目標をほぼ達成となる、売上高210億円、
営業利益８億円、経常利益７億20百万円、親会社株主に帰属する
当期純利益４億円を予想しております。

　以上、業績の概況についてご報告申し上げましたが、
株主の皆様のご要望、ご期待に沿えるよう努力してまいる
所存でございますので、今後とも一層のご支援とご指導を
賜りますようお願い申し上げます。

　令和６年６月

代表取締役
社　　　長 長 堀 慶 太
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連結財務諸表

連結損益計算書
（令和5年4月1日から令和6年3月31日まで） （単位：千円）

科　目 金　額
売上高 21,820,464
売上原価 16,047,002
売上総利益 5,773,461
販売費及び一般管理費 4,751,259
営業利益 1,022,202
営業外収益 
受取利息 94
受取配当金 20,008
投資事業組合運用益 11,882
為替差益 5,181
保険返戻金 6,784
その他 19,751
営業外収益合計 63,703
営業外費用 
支払利息 83,959
その他 3,385
営業外費用合計 87,345
経常利益 998,561
特別利益 
固定資産処分益 3,522
特別利益合計 3,522

特別損失 
固定資産処分損 1,602
投資有価証券評価損 1,972
アドバイザリー費用 269,408
その他 24,259
特別損失合計 297,242
税金等調整前当期純利益 704,841
法人税、住民税及び事業税 183,195
法人税等調整額 1,674
法人税等合計 184,869
当期純利益 519,972
親会社株主に帰属する当期純利益 519,972

連結貸借対照表
（令和6年3月31日現在） （単位：千円）

科　目 金　額 科　目 金　額
資産の部 負債の部
流動資産  流動負債 
現金及び預金 2,871,016 支払手形及び買掛金 841,873
受取手形及び売掛金 3,060,516 短期借入金 9,520,000
商品及び製品 10,293,031 １年内返済予定の長期借入金 115,504
仕掛品 296,077 未払法人税等 174,442
原材料及び貯蔵品 1,314,233 賞与引当金 86,061
その他 444,754 役員賞与引当金 14,200
貸倒引当金 △18,652 その他 663,340
流動資産合計 18,260,976 流動負債合計 11,415,421

固定資産  固定負債 
有形固定資産  長期借入金 231,872
建物及び構築物（純額） 1,364,342 退職給付に係る負債 608,920
機械装置及び運搬具（純額） 148,107 役員退職慰労引当金 171,166
土地 3,276,198 繰延税金負債 92,989
その他（純額） 256,140 再評価に係る繰延税金負債 48,841
有形固定資産合計 5,044,789 その他 180,350

無形固定資産 46,163 固定負債合計 1,334,140
投資その他の資産  負債合計 12,749,562
投資有価証券 1,306,338 純資産の部 
長期貸付金 19,491 株主資本 
繰延税金資産 120,900 資本金 5,323,965
その他 887,620 資本剰余金 6,275,173
貸倒引当金 △212,050 利益剰余金 2,091,644
投資その他の資産合計 2,122,300 自己株式 △481,909

固定資産合計 7,213,253 株主資本合計 13,208,874
 その他の包括利益累計額 
 その他有価証券評価差額金 210,699

土地再評価差額金 △712,196
為替換算調整勘定 17,290
その他の包括利益累計額合計 △484,206
純資産合計 12,724,668

資産合計 25,474,230 負債純資産合計 25,474,230
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代 表 取 締 役 社 長 長 堀 慶 太
常 務 取 締 役 吾 郷 雅 文
取 締 役 白 川 文 彦
取 締 役 中 尾 　 直
取 締 役 新 井 日 出 夫
取 締 役 （ 社 外 ） 富 樫 直 記
取 締 役 （ 社 外 ） 長 沢 伸 也  

取 締 役 （ 社 外 ） 洲 桃 麻 由 子
常 勤 監 査 役（ 社 外 ） 中 林 英 樹
監 査 役 （ 社 外 ） 佐 藤 亮 輔
監 査 役 （ 社 外 ） 岩 上 和 道
会 計 監 査 人 監査法人  日本橋事務所

会社概要

■事業所
名 称 所 在 地 電 話 番 号

本 社 東 京 都 台 東 区 03 - 3832 - 8 266

大 阪 支 店 大 阪 市 中 央 区 06 - 6241 - 5 691

ア ト リ エ　 ド　 モ バ ラ 千 葉 県 茂 原 市 0475 - 3 4 - 5 251

社 　 　 名 株式会社ナガホリ

NAGAHORICORPORATION

本 　 　 社 〒110-8546東京都台東区上野一丁目15番３号

TEL03-3832-8266

設 立 昭和37年

資 本 金 53億2,396万円

グループ事業内容 貴金属・宝飾品等の輸出入、製造加工及び国内・国外販売、
貸ビル事業並びに太陽光発電事業

役　員（令和６年６月27日現在）

（令和６年３月31日現在）トピックス

　ブランドの発祥地である『上野』をテーマにしたイヤーモデル。
上野恩賜公園の植物をコンセプトに、2024年はイチョウを
モチーフとしたピンブローチをお届けします。
　ラインワークの軽やかでモダンな雰囲気と、リアルを追求した
エレガントな立体感が融合したデザイン。自社アトリエの
職人の匠の技が、イチョウの葉に躍動感とみずみずしさを
与えるブローチは上品な華やかさを胸元に演出します。
　当商品の売上金の一部を都立公園サポーター基金に寄付し、
上野恩賜公園の桜保全事業等に貢献します。

　当社は、消費者から信頼されるジュエリー業界のトータル
マーケッターとして企業努力を重ねてまいります。

NADIA
2024チャリティー企画
イチョウ ピンブローチを発売
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